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【研究の背景・目的】 

 日本語や英語など多くの言語の理解（聞
く、読む）や産出（話す、書く）の際に、
主語（S）が目的語（O）に先行する語順（ SO
語順＝SOV, SVO, VSO）のほうが、主語が目
的語に後続する語順（ OS 語順＝ OSV, OVS, 
VOS）よりも処理負荷が低く母語話者に好ま
れる傾向があることが知られている（SO 語
順選好）（図 1 参照）。 
 

 
図１：語順による文処理負荷の違い 

（Kim, Koizumi, et al. 2009) 
 
 従来の文処理研究は全て英語のように SO
語順を基本語順にもつ SO型言語を対象にし
ているため、 SO 語順選好が個別言語の基本
語順を反映したものなのか、あるいは人間
のより普遍的な認知特性を反映したものな
のかが分からない。この 2 つの要因の影響
を峻別するためには OS 語順を基本語順に持
つ OS 型言語で検証を行う必要がある。 
 

【研究の方法】 
 そこで、本研究では、VOS 語順を基本語順

にもつカクチケル語（中米グアテマラで話

されているマヤ諸語のひとつ）の理解と産

出のメカニズムならびにその獲得の過程を、

フィールド言語学、理論言語学、実験心理

学、および脳科学の知見を結集した「フィ

ールド言語認知脳科学」の手法によって、

多角的かつ統合的に検証し、語順選好の背

後にある要因を明らかにして、言語を司る

認知機構の解明に貢献する。 

【期待される成果と意義】 

 本研究から次のような成果と意義が期待される。 

（１） 言語能力の解明： 
 SO 型言語の特性に偏向した既存の理論を

是正し、言語を司る認知機構の解明に貢献
する。 

（２）言語進化の研究に貢献： 
言語の普遍性と個別性の追求を通じて、近
年新しい展開を見せている言語の起源・進
化の研究への貢献も期待できる。  

（３）言語と文化の多様性の確保・促進： 
絶滅が危惧される少数民族言語の保存や
文化の多様性の確保・促進に繋がる。 

（４）「フィールド言語認知脳科学」研究分野創出： 
国際的に活躍する研究者集団が、少数民族
言語を、最先端の実験手法を使って多角的
に研究する、「フィールド言語認知脳科学」
研究分野の創出に繋がる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２６年度 

  １６６，１００千円 

 

【ホームページ等】 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~koizumi/ 

人文社会系（人文学） 

 

【基盤研究(Ｓ)】                              


